Production of physiologically active chitosan oligosaccharides at high concentration by immobilized chitosanase by 明 媚
Production of physiologically active chitosan
oligosaccharides at high concentration by
immobilized chitosanase
著者 明 媚
内容記述 Thesis (Ph. D. in Biotechnology)--University












平成 18 年３月 24 日
学位規則第４条第１項該当
生命環境科学研究科
Production of Physiologically Active Chitosan Oligosaccharides at High 
Concentration by Immobilized Chitosanase
（固定化キトサナーゼによる生理活性キトサンオリゴ糖の高濃度生産）
氏　名（国籍）
学 位 の 種 類
学 位 記 番 号
学位授与年月日
学位授与の要件


































サン濃度を高められ，3回の繰り返し回分反応で，毎回 5糖と 6糖を合計濃度 20kg/m3（対原料収率 40％）
という極めて高い濃度で生産することができた。
　本研究により，基質キトサンの高濃度化が初めて可能となり，また新たに開発した固定化酵素リアクター
を用いる事で，これまで報告されている最大濃度 7kg/m3の約 3倍にあたる 20kg/m3で 5糖と 6糖が生産で
きた。この成果は，今後様々な分野で幅広い利用が見込まれるキトサンオリゴ糖の効率的な生産技術の確立
に寄与するものと考えられる。
審　査　の　結　果　の　要　旨
　本論文は，優れた生理機能を持つキトサンオリゴ糖の 5糖および 6糖の固定化酵素を利用した生産に関し
て，新規なリアクターの開発と高濃度生産のための方法を検討したものである。
　キトサンオリゴ糖の原料となるキトサンは水に対する溶解度が低く，また低濃度でも粘稠性が高いので，
これまで高濃度での生産ができていない。本論文で提案されたリアクターは，高粘性液でも十分混合撹拌が
出来，また直接撹拌翼に酵素が固定化されているので，粘稠液でも酵素周辺での物質移動が促進できる斬新
なリアクターである。固定化酵素の安定性も確認されている。また基質の高濃度化にあたっても種々の工夫
がなされ，結果的にこれまでにない高濃度でのキトサンオリゴ糖生産が達成されている。まだ収率や生産性
の面で課題が残されているが，開発されたリアクターや，比較的溶解度の低い高分子物質の高濃度化の手法
は，他のオリゴ糖生産はじめ，酵素を利用する物質生産にも広く利用でき，学術的見地からだけでなく，実
用的にも重要な知見を与えるものとして高く評価できる。
　よって，著者は博士（生物工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
